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(家 族 に イ ンタ ビュ ー して 自分 の ア イ デ ィア に生 か す)

(加 工法 を調 べ 自分 た ちで発表 し合 う)
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研 究 主 題

生 活 に 生 き て 働 く 力 が 育 つ 指 導 の 工 夫

1研 究主題設定の理由

現在、学 校教育で はゆ とりの中で 自 ら学 び自 ら考え る力 などの 「生 きる力」 の育成 が求 め ら

れて いる。子 ど もに、豊 かな人 間性 と変 化 の激 しい社会 をた くま しく生 き抜 く力 を育 むために

は、教育内容 の厳選 と基礎 ・基 本の徹 底を図 りなが ら一人一人 の個性 を生 かすための教育 を推

進す る必要が あ る。

これ らの教育課題 に対 して、技術 ・家庭科 では、衣食住 や ものづ くりな どに関す る実践的 ・

体験的 な活動 を通 して、家 族 の人間関係や家庭 の機能 を理解 し、生活 に必要 な知識 ・技術 の習

得 や生活 を工夫 し創造 す る能力 を育成す るな ど、生活 に直結 した教科 と して魅力 ある授業が期

待 されてい る。 っ ま り、学 習 した ことが直接 的、 間接 的に生徒 の生活 に役立っ ものになるよ う

な授業 の工夫 が ます ます重要 にな って くる。

しか し、生 徒の多 くは作業 や実習 な ど体 を動 かす ことは好 むが、生活 の中で の ものを作 る体

験 が少 な く、 生活 に必要 な知識 や技術 が十 分身 に付 いて いない現状が ある。 また、分 か らない

ことは教 師 に質問 し解決 しよ うとす る姿勢 はある ものの、物事 を じっくり考 えた り、様 々な方

法で分か らないこ と、疑問 に思 った ことを 自 ら解決 しよ うと した り、友達 同士 で情報 を交換 し

て解決 した りす る姿勢 が十分 でな い傾向が ある。

そ こで、学ん だ ことが定着 し生活 に生か され るとともに、学 び方 が習得 され、新 たな生活課

題 を主体的 に解決 しよ うとす る生徒 を育て たい と考 え本研究主題 を設定 した。 本研 究で は、問

題解決的 な学習 を様 々な角度 か ら展開 し、生徒 の 「自ら学 ぶ」 姿勢 を育 て、学んだ ことを生活

全体 に生 かす指導 の工夫を授業実践 を通 して推進 し、本研究主 題 にせ まることと した。

皿 研究の内容

1生 活 に生 きて働 く力

主題 にある 「生活 に生 きて働 く力」 とは、 自己の生活 の問題 を課題 として解決 す る過程を

通 して習得 した知識 と技術及 び学 び方 を基 に、生活 にかかわ る様 々な事柄 に工夫 を こ ら し、

現在及 び将来 にわた る生活 に生かす ことで ある と考 えた。 そのたあ には、生徒 自 らの生活 を

振 り返 り、生活 にお ける問題 に気付 いた り、見 つけた り して、 自 らの課 題 を設定 し、 自 ら課

題 を解決 で きるよ うな問題解決 的な学習 を取 り入 れた授業 展開を行 う必要 があ る。

2研 究 の内容

問題解決 的な学習 の過程 を明 らかに し、技 術分野 はA「 技術 とものづ くり」 の内容 を3事

例 、家庭分野 はA「 生活 の自立 と衣食住」 の内容 を2事 例 にっ いて授業実践 を行 い、生 活 に

生 きて働 く力を育 て る指導 内容 、方 法 につ いて研究す る。
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3研 究 の構想

求め られ る技術 ・家庭科 の指導

生徒 の生活 に根 ざ した授業への転換 を図 る。

問題解決的 な学習 を多 くの授業場面 で展 開

し総合的 な力 を育て る。

生 徒 の発想を生か す指導 を工夫 す る。

実 践的 ・体験 的 な学習活動 を充実 す る。

個 に応 じた指導 法 を工夫す る。

生徒 が 自 ら考え、学ぶ こ とので きる学習 を

研 究 主 題

目指 す生徒像

生 活 に必要 な知識 と技術 を習得で きる。

ものを作 る喜 びや充実感 を味 わえ る。

生 活 に目を向 け、問題 を見 出す ことが

で きる。

主体 的 に問題 を解決す ることができる。

新 たな問題 に対 し学 んだ ことが生 かす

ことがで きる。

生活 に生 きて働 く力が育 つ指 導の工 夫

仮 説

・問題解決 的な学 習を取 り入れ た授業 を展開す れば、 子 ど もたち に生 活 に生 き

て働 く力 が育 っで あろ う。

①

②

③

④

⑤

⑥

問題解 決的な学習を充実す るための手立 て

3学 年間を見通 した全体 的な指導計 画を作成す る。

問題解 決的 な学習 を取 り入 れた題材 を工 夫す る。

日常生 活への興味 ・関心 を もたせ る導入 を工夫す る。

生徒 自 らが課題 を設定 で きる指導 を工夫 す る。

主体 的な学 習を支援す る教材 ・教具 な どの学 習環境 を整備す る。

課題解決 の過程 や結果 を共有 す る場 を工夫 す る。

・年 間指 導 計 ・題 材構 成 の

画 の作成 工夫

研 究 実 践

・問題 解決 的 な

学習過 程(指

導法)の 工夫

・支 援 の た め の

教 材 ・教 具

・学 ん だ こ と を 生 活 に

生 かす た め の評 価

・自 己へ の振 り返 り

一3一



4問 題解決 的な学習 につ いて

生徒 が学 習 した ことを、現在及 び将来 にわた る実際 の生活 の場 で生 かせ るよ うにな れば、

生活 に生 きて働 く力が育 った と考 える。 そ こで、学習 した ことが生徒 の実 際の生 活の場で生

かせ るよ うな具体的 な学習活動 を検討 した。

技術 ・家庭 科 は、従来か ら実践 的 ・体験 的な学習活動 を通 して学 習す ることによ り、習得

した知識 や技術 を積極的 に活用 し、生活 を工夫 し創造 す る能力 と実 践的な態度を育て る こと

を重視 してお り、実習や体験 を通 して生徒 は、生活 に必要 な基礎 的な知識や技術を習得 して、

生活 に活用 して いた。生徒 が将来 にわた って変化 し続 け る社会 に主体 的 に対応 して い くため

に は、基礎 的 な知識や技術 の習得 とともに、生活 を営 む上 で生 じる課題 に対 して、 自分 な り

の判断 を して課 題を解決で きる能力、す なわち問題解決能 力を もっ ことが求め られ、生徒 自

らが課題 を発見 し、意欲を もって課題 を追求 し、解決 のための方策 を探 るなど、問題解決的

な学 習を取 り入れ た活動 を繰 り返 し行 うことによ って、生徒 は学 び方を習得 し、問題解決能

力 も身 に付 くと考え る。

一方
、技術 ・家庭 科 にお いては、今 まで も問題解決 的な学 習を実施 して きて い る ものの、

日常 の生活 を何気 な く過 ごしてい る生徒 が生活 の中の問題 を見っ けるのが難 しか った り、設

定 した課題 が広が りす ぎて しま って教科 のね らいか らそれて しまった り、問題解決 に多 くの

時間 を要 した りす るなどの問題点 があ った。

そ こで、 問題解決的 な学習 の充実 を図 るための手立 てを明 らか に して、次 に示す 内容 につ

いて検討 し、授業研究 を行 った。

①

②

③

④

⑤

⑥

3学 年 間を見通 した全体的 な指導計画 の作成

問題解決的 な学習 を取 り入 れた題材 の工夫

日常生活へ の興味 ・関心 を もたせ る導入 の工 夫

生徒 自 らが課題 を設定 で きる指導 の工 夫

主 体的 な学習 を支援 す る教材 ・教具 な ど学 習環境 の整備

課 題解決 の過程や結果 を共有 す る場 の工夫

【問題解決 的な学習過程】

問題解決 的 な学習 は、一般 的には 「問題 の発見」 「問題 の分析」 「問題 の解 決 」 「生 活へ生

かす」 という学習過程 をたど る。 その過程 を本研究 で は次 の 「っかむ」「解決す る」「生かす」

の3段 階 と した。

① つかむ

生活 実感が薄 い傾向 にあ る生徒 が、生活 の中 にあ る問題 に気付 いた り、見 っ けた りし

て、 自 ら課題 を設定す るに は、生徒 が 自分 自身の生活 を振 り返 り、問題 を 自分 の ものと

して と らえ、課題 を設定 す るとい う導入 段階 「っかむ」段階 を重視す る。

そ こで、生徒が 日常生活 に興 味 ・関心 を もった り、意欲 を もって学習 に取 り組 んだ り

で きるよ う、題材名 を工夫 す るとともに、家族への イ ンタビュー、疑似体験 な どを取 り

入 れた。 また、 自分 で課題 が設定 で きるよ うに課題 の設定 にっ いて も段 階を追 うこと と
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した。 初あ は教師が課題 を設定 し生徒が解決方法 を自 ら工夫 す る。次 は教 師が複数 の課

題を準 備 し、生徒が課題 を選択 で きるよ うにす る。 そ して最後 が生徒 自らが生活 を振 り

返 り、 自ら課題 を設定す るとい う段階で ある。課題 を設定 で きない生徒 に は、 ヒン トと

な る教材 ・教具を別途用意す る ことも必要で ある。

② 解決 する

生徒 が 自ら課題 を解決 す るためには、生徒 の主体的 な活動 が必要 とな り、教 師の支援

が重要 とな って くる。 そ こで、生徒が課題 を解決す るための見通 しを もっ ことがで きる

よ うに全体 的な学 習の計 画を立て、解決す る方法を明確 に してか ら活動 を進 あ るよ うに

した。 さ らに主体 的な解 決を図 るための支援 と して、資料 や実物 などの教材 ・教具 の準

備、実験 や試 しづ くりな どの体験 がで きる場の設定 、解決 の方法 を友達 に求 め ることが

で きるよ うに話 し合いや中間発表 をす るなど、情報 を共有で きる場 の設定 を行 った。

③ 生かす

生徒がで き上 が った作 品や学 習 した ことを実 際の生活 に活用 した い と考 え るよ うに、

で きるよ うにな った 自分 に 自信 を もった り、満足感 を味わ うことがで きた りす るよ う発

表 の場を設 けた。 さらに、体験 を通 して考えた ことや習得 したことが定着 し、新 たな課

題 に自 ら気付 き解決 しよ うとす る態度 が身 に付 く問題解決的 な学習 を繰 り返 して実施 し

て い く。

つ か む

・問 題 に気 付

く。

。問 題 を 発 見

す る。
→

課

題

の

設

定

→

解 決 す る

・解 決 方 法 を 考 え る。(計 画

す る)

・調 べ る、 試 す、 観 察 す る 、

イ ン タ ビュ ー な ど実 践 的 ・

体 験 的 な活 動 を して 情 報 を

収 集 す る。(実 践)

・収 集 した情 報 を活 用 して 、

課 題 を解 決 す る。

・解 決 した こ とを ま とめ る。

表 現 す る。(反 省 ・評 価)

→

生 かす

・他 の事 例 や 学

び に応 用 ・発

展 す る。

・日常 生 活 に 活

用 す る。

53学 年 間を見通 した全体的な指導計画の作成

生徒 の 日常生活 とのかかわ りを重視 して、家庭 における実践 に結 び付 くよう、 問題解決的

な学習 を取 り入 れ、学 習指 導要領 の各項 目及 び各項 目に示 す事項 が、 相互 に有機 的な関連を

図 り、総合 的に展 開 され る題材 を考え、題材 のネー ミングを工夫 した。

これ らの題材 の授業 時数 を配当 し、生徒 の発達段階等 を考慮 して履修学年 を考 え、適切 に

配列 した例 を次 頁に分野 ごと2案 示す。 なお、各学年 の履修時 間 は、技術分野 と家 庭分野が

均等 になるよ うに考 えた。
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2 3年 間の年間指導計画例

(1)技 術 分 野

1案 設計段階における導入場面で問題解決的な学習の展開を行い、時間配分を 「技術とものづくり」に重点を置いた場合

学年 大題材名 題 材 名 時 学 習 内 容 内容事項

第

1

学

年

技

術

と

も

の

つ

く

り

(47)

材料 に命 を吹 き込 もう。

材料 を じょうずに加工す る。

手順 を知 ろ う。

世界 に一 つ しかない自分だ けの作品
を作 ろう。

(事例1)

機器 の点検 を しよ う。

できた作品 の発表会を しよう。

1

i

i

4

14

3

1

技術 の進歩 と産業発展 のかか わ りや、身 のまわ りの加工製 品を調べる。

木材 ・金属 ・プラスチ ック等 の特徴 を知 る。

製作す るたあの、設計 や製作 の手順 を知 る。
いろいろな材料 を、 じょうぶ に使 うための構造 を知 る。

自分が つ くりたい作品 を生活 の中から考え、見 つける。

家族の意 見を聞 いて作品 を検討 し、製作 品を決定 する。構 想図をか く。

製品 の製作 をする。(題 材例)製 作 に役立つ便利 な製品

製作 に使用 した機器 の、基本的 を電気 回路等 を知 る。

機器 の保守 と事故防止 について知 る。

互 いの製作品 の評価 を したり、 自分 の製作 の反 省する。

様 々な資 源にっいて考 え、 ものを大切にする ことを考え る。

A(1)ア

A② イ

A② ア

A② ウ

A〔3)ア ・イ

A(4)ア

A(4)イ

A(1)イ

第
2
学
年

家庭 で役 立つ木製品に、電気製品 も

組 み込 んでみよ う。(事 例3)

で きた作 品を 自慢 しよう。

12

2

エネ ルギーの変換方法 などを知 る。

エ ネルギー変換 を利 用 した製 品の設 計をする。

エネ ルギー変換 を利 用 した製 品の製作 をする。

製作 について反省等 をする。
エネルギー資源 について考 え、大切 にする ことを考える。

A㈲ ア

A⑤ ア

A(5)イ

A(1}イ

第
3
学年

菊 をあざやかに咲かせ よう。 1

1

5

1

植物が、生 き物 にと って無 くてはな らない物 であ ることを考え る。

管理方法 を知 る。

情報 の授業 と並行 して栽培実 習(内 容)菊 の栽培 ・その他

栽培技術 の進歩 と これか らの課題 について考 え る。

A㈲ ア

A⑥ イ

A(61ア

第
1
学年

情

報

と

コ

ン

ピ

ユ

1

タ

(40.5)

情報 って何だろ う。
コ ンビ3夕 さん動いてね。

制 作品を掲 示 しよう。

1

1

1

6

1

身 のまわ りのコ ンピュータ利用 を考える。
コ ンピュー タ本体 ・入力 ・出力装 置の構成を知 る。

起動 ・終 了 ・ソフ トウェアの起 動方法等を知 る。

文章処理 や図形処理 ソフ トウ ェアを利用 して基本操作の実習 をす る。

制作品 について反省 等をする。

B(1)ア

B(2)ア

B② イ

B(3)ア ・イ

ー

第
2
学
年

いろんな ソフ トウェア を使 ってみ よ

う。

モ ラルについて考えよ う。

5

14

1
1

コ ンピュー タの様 々な活 用方 法にっいて知 る。

アプ リケー ションソフ トを活 用 した製作実習を行 う。(製 作例:模 型飛行機)

生活 や産業 の中で情報 やコ ンピュータが果たす役割 と影響 を考 える。
モラル ・マナー等 や コンピュー タの長所や短所を考え る。

Bi3)ア

B(3)イ

B111イ

B{1)イ

第
3
学
年

イ ンター ネッ トで世界 に発信! 1

4

2

z

O.5

今後 の コンピュー タ利用や、 情報化社会の光 と影 にっ いて考え る。
ソフ トウェア ・イ ンターネ ッ トを用いた コンピュータの活用

収集 した情報を使い、目的に応 じた情報を処理す る。
製作 した情 報を活 用す る。

技術分 野で学 んだ知識 や技術 について感想を考え、 まとめ る。

B(1〕 イ

B(4)ア

B(4)イ

B〔4)イ

B(4)ア

皿案 製作段階の加工学習で問題解決的な学習の展開を行い、「情報とコンピュータ」との時間配分を等分した場合

学年 大題材名 題 材 名 時 学 習 内 容 内容事項

木材と金属を使って生活に役立つも 1 身近な工業製品と技術のかかわりを考える。 A(1)ア

のを作 る計 画を立て よう。 4 身近な工業製品の材料の種類 とその性質を調べる。 A(2)イ

技 1 生活 を豊 かに してい る物を調べ る。 A(1)ア

第 術 i 限 られた材料の中で、製作可能で家の中で役立つ物を調べ発表する。
と z 機能 ・構造 ・材 料 ・加工法を検討す る。 A(2)ア

1 も
の

2 構想図を製作する。 A② ウ

学 つ"

く

プ ロ級の技を身 に付 けた班 をめざ し

て。(事 例2)

3 各班 で製作工程を分担 し、調査 ・研究 ・発表す る。 A(3}ア

〔41ア ・イ

年 り 作品を うまく作 って家族 を 「あっ」 18 作 品を製作す る。 A〔3)ア 。イ

<35)
と言わせよ う。

苦労話発表会を しよ う。 1

・けが き ・切 断 ・部品加工 ・組み立て ・塗装

お互 いの作品を鑑賞 し自分の作品をふ りかえ る。

A(4)イ

地 球を守ろ う。 2 省 エネ ・省資源、 リサイ クルにつ いて調べ る。 A(1)イ

コ ン ピ ュー タ って な に も の? 1 身 のまわ りの生 活で コンピュー タが果た して いる役割 を調べ る。 B(1)ア

第

情
報
と

コ ン ピ ュー タ と友 だ ち に な ろ う。

2

3

6

情報化 が社 会に及ぼす光 と影 を考え る。
基本 的な コンピュー タの構成 と基本操作を行 う。

文字 入力、 簡単な図形 ・表計算処理 ・デ ータ処理 を体験す る。

B(1)イ

B(2)ア

B② イ

コ ものづ くりで製作した作品をコンピュー 2 ソフ トウェアの働 きを考え適す る応用 ソフ トウェアを選択 する。
z ン 夕で レポ ー トに しよ う。 10 ・図形処 理 ソフ トを活用す る。 ・画像処 理 ソフ トを活用す る。 B(3)ア

学 萱
・プ レゼ ンテー シ ョンソフ トを活用す る。・ワープ ロソフ トを活用す る。

お互 いの作品を鑑 賞 し、自分の作品をふ りかえ る。

B{3)イ

年
盲

タ
イ ン ター ネ ッ トにチ ャ レ ンジ しよ う。 1

3
情報 伝達 の方法 と特徴を知 る。

情報 の検 索 ・選 択をす る。

B〔4)ア

B(4)イ

(35) 2 個人 のプ ライバ シーや著作権にっ いて考え る。 B(1)イ

5 電 子 メ ー ル を使 って コ ミュニ ケ ー シ ョンを と る。 B(4)イ

技 ○○中学校を菊でいっぱいにしよう! 1 いろいろな作物の成育過程 と生育環境を調べ る。 A(5)ア

第

3

く衛

り とも

(8.5)の

づ 菊展覧会

7

0.5

福助 仕立てで栽 培を行 う。
・用土作 り ・さし芽 ・鉢上げ ・植えかえ ・摘芽 。摘蕾 する。

。支柱立て ・輪台付 けを行 う。

お互 いの作品を鑑賞す る。

A(5)イ

学

年
1コ 情

罐
自分の作品を ホームペー ジで紹介 し

よ う。

9 マルチメデ ィアを活用 して ホームページを作成 する。
・イメー ジスキ ャナの活用す る。

・デ ジタルカメ ラ、 ビデオの活用す る。

B(5)ア

B⑤ イ

一6マ



② 家庭分野

1案 保育 園での 実習 など触れ 合 い体 験が実 施可能 でB(5)(6)を 選択 した場合A47時 間B38時 間 その他2.5時 間

学年 大題材名1題 材 名 時間 学 習 内 容 内容事項

ワクワク家庭科 1 ・家庭科 の学 習について知る。

美 味 し く 栄養博士に 9 ・食事 の役割 や健康 と食 事とのかかわ りにっ いて知 る。 A〔1)ア

第 健康な なろ う ・栄養素 の種類 やはた らきにっいて知 り、中学生 の栄 養にっいて考える。 イ

食生活 ・食品群別摂取量 の目安 を用いて、 自分 の1日 分 の献 立を考 える。 ウ

1 めざせ1 s ・生鮮食品 と加工食品 を見分 け、用途 に応 じた適切 な選択 をする。 A(2)ア
フー ド鑑定団 3 ・簡単 な日常食 の調理 をする。 イ

学 (事例4) 。食生活 の安全 と衛生 にっいて知 り、食品や調理器具 の適切 な選択 がで きる。 ウ

年
料理の達人 16 ・環境 と資源 につ いて考 え、環境 に配慮 した調理 の工夫 をす る。 B(4)イ

・肉や魚 を煮 る、焼 く、妙 めるなどの加熱調理 を行 う。 A② ア

イ

ウ

フ ァ ッ シ ョ め ざせ1 7 ・衣服 と社会生活のかかわ りにっ いて考え る。 A(3)ア
ン ・コーデイ フ ァ ッ シ ョン ・ 5 ・TPOに 合わせた着用や個性を生か した着用を工夫す る。 イ

ネ ー タ ー に コ ー デ ィネ ー タ ー ・手持ちの衣服を計画的 に活用す ることを考え、適切 な衣服 の選択 をす る。 B(4)ア

第 なろ う (事例5) ・衣服 の購入の仕方、販売方法 にっ いて知 る。 イ

衣服の病院 s ・衣服 の手入れの必要が分か り、手入れや補修を行 う。 A(3)ウ
2

マ イホ ー ム ー ク リー ン生 活 一 s ・住居の機 能を知 り、家族が住ま うための空間を考え る。 A(4)ア

学
・安全 で快適な室内環境の整え方を知 り、収納空間を考えた り、清掃の仕方 を考 えたりす る イ

などク リー ンな生活を実践で きる。

年 お もち ゃの サ ・サ ・サ 11 ・自分 の成長 と家族や家庭生活 とのかかわ りを考え る。 B(1)
・幼児の心 身の発達 の特徴を知 り、遊びの意義 につ いて考え、お もちゃの製作 をす る。 B(2)ア

イ

B(5)ア

保育園に行 こう 4 ・製作 したお もち ゃを活用するなど、幼 児との触れ合 いやかかわ り方を工夫 し、保育園訪問 B(5)イ
一小 さな友情 一 を行 う。

第 マ イ フ ァ ミ リー 4 ・子 どもが育 っ環境 と して家族の役割 を考 える。 B〔3)ア
・家族や家庭 の機能 を知 る。 B(2)イ

3 ・家族関係 をよりよ くするための方法 を考 える。

学 地域 マ ップをつ くろ う 8 ・地域活動 などの調査 を行 い、地域 マ ップをつ くる。 B(3)イ
・家庭生活が地域 の人 々に支 え られていることに気 付 く。 B⑥ ア

年
・地域の人 々とのかか わ りを考 え、 かかわる。 イ
・地域の生活環境 に目を向け、環境 や資源 に配慮 した生活を工 夫 し、実践す る。

これか らの 自分 1.5 ・これ までの家庭科 の学習 を生か して、 自分 な りの生 活の仕方 な ど生 き方を考え る。

皿案 食生活にかかわる内容を重視し、A⑤ を選択した場合 A:52時 間B33時 間 そ の他:2 .5時間

学年 大題材名1題 材 名 時間 学 習 内 容 内容事項

ワクワク家庭科 1 。家庭科の学習 にっ いて知 る。

マ イ フ ァ ミ リー 4 ・自分の成長を振 り返 り、子 どもが育つ環境 と して の家族 の役割 を考え、 家族 や家庭の機能 B(1)
を知 る。 B(31ア

・家庭生 活 は地域の人々 によって支え られて いることに気付 く。 イ

第
層

・家族関係をよ りよ くす るための方法を考え る。

マ イ ホ ー ム s 。住居 の機 能を知 り、家族が住ま うための空間を考え る。 A〔4)ア

1
一 ク リー ンな 生 活 一 ・安 全で快適 な室内環境の整え方を知 り、収納空間 を考 えたり、清掃 の仕方 を考 えた りする イ

などク リー ンな生 活を実践で きる。

フ ァ ッ シ ョ め ざ せ1フ ァッシ ョ 7 ・衣服 と社会生 活のかかわ りにっいて考え る。 A(3)ア

学 ン 。コ ー デ ィ ン ・コ ー デ ィネ ー ・TPOに 合 わせた着 用や個性を生 か した着用を工夫す る。 イ
ネ ー タ ー に 夕一(事 例5) ・手持 ちの衣服 を計画的に活用する ことを考え、適切 な衣服 の選択 をする。

なろ う 衣服の病院 5 ・衣服 の手入 れの必要性 が分か り、手 入れや補修を行 う。 A(3}ウ
年 隠

マ イ シ ョ ッ ピ ン グ s ・販売方法 にっいて知 り、 衣服の適切 な選択 と購入 にっ いて考え る B(41ア
・衣服 の再利用、 リサイ クルについて考え、疑似 フ リーマーケ ット体験 をす る。 イ

大切な地球 3 ・安全で快適 な室 内環境 の整 え方を知 る。 B〔4)イ
・環境や省資源 を考 えて、安 全で快適 な室内環境を整え た住 まい方 の工夫 をす る。

美味 しく健 栄養博士になろう 9 ・食事の役割 や健康 と食事 とのかかわ りについて知 る。 A{1)ア

康な食生活 。栄養素 の種類 やはた らきについて知 り、 中学生の栄養 にっいて考え る。 イ

第
・食品群別摂取量 の目安 を用 いて、 自分 の1日 分の献立を考え る。 ウ

め ざ せ1フ ー ド鑑 s ・生鮮食品 と加工食品 を見分 け、用途 に応 じた適 切な選択をす る。 A② ア

2 定団(事 例4) 3 ・簡単な 日常食 の調理 をする。 イ
・食生活の安全 と衛生 について知 り、食 品や調理 器具の適切な選択がで きる。 ウ

学 料理の達人 io ・肉や魚を煮 る、焼 く、妙 めるなどの加熱 調理を行 う。 A② ア
z ・環境に配慮 した調理 の工夫 をする。 イ

年
自分を知ろう 5 ・自分の成長を振 り返 った り、幼児 の観察 を した りす る。 B(1)

・子 どもは地域の人 々とのか かわりの中で育 つ ことに気付 く。 B② イ
・自分が幼児の ために実践 出来 ることを考 える。 B㈲ イ

お もち ゃの サ ・サ ・サ ユ0 ・お もち ゃの製作 を通 して、幼児の遊 びの意義 について考え る。 B② ア

第 ・幼児の心身の発達の特徴 を知 り、子 ど もが育 つ環境 としての家族の役割を考え る。 イ

3 心 を込めて、こだわ りのパーティ s ・地域の食材 や行事食の食材 にっ いて調べ る。 A(5)ア

を しよ う ・会食の目的を明確に して、食材 にこだわったパーテ ィの計画を立て、調理す る。 イ

学 ・目的に応 じて人を招待 したり、 テーブルセ ッテ ィングを工夫 した り、マナ ーに気 を付 けた

年 りと、 楽 しい会食を工夫す る。

これか らの自分 1.5 ・これまでの家庭科の学習を生か して、 自分 な りの生活 の仕方 な ど生 き方を考え る。
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6指 導事例

[事例1]家 族 にイ ンタ ビュー して自分 のアイデ ィアに生 かす

(1)題 材名 「世 界 に一っ しか ない 自分 だけの作 品を作 ろ う」

② 題材設定 の理 由

身近 な生活 の問題 か ら、課題 を見つ け、 それを解決 しよ うとす ることに よ り、 ものづ く

りに対 す る興味 ・関心 が高 ま り、生活 をよ りよ くしよ うとす る態度 を身 に付 けさせ たいと

考 えた。 また、設計段 階 にお ける構想図 につ いて家族 か らの意見 を聞 き、班 内で意見を ま

とめ発表す る ことで、構想 が よ り深 ま り、製作意欲 も向上 し、 コ ミニ ュケ ーシ ョン能 力が

高 まる と考 えた。

(3)題 材 の目標

① 自分 の生活 の中か ら問題 を見っ け解決す るたあの作品 を考 え る。

② 家族 との意見交換 か ら、 よ り生活 に即 した視点 を持っ ことがで きる。

(4)充 実 した問題解決 的な学 習を展開す るため の手立て

① 作 りたい構想図 に家族 か らの コメ ン トを もらい、実生活 に関心 を もたせ る工夫 をする。

② 各 自の意見 を班 内でま とめ、主 な意見を全体で発表、参考 となる意見 を記入 す る学 習

の流れを設定 し、各 自の コ ミュニ ケーシ ョン能力を高 める。

③ 予め家族 の意見 を人権上 の配慮 か ら確 認 し、発表会を行 う。

(5)指 導計 画

① 身 の回 りで 自分 たちの生活 を豊 かに して いる ものを調べ る。1時 間(っ かむ)

② 限 られた材料で、家 の中にあ る製作可 能 な ものを調 べ る。1時 間(っ かむ)

③ 世界 に一 つ したな いもののアイデ ィアを考える。1時 間(本 時)(解 決する)

④ 寸法 の決 定、構想図 を完成 させ る。1時 間(生 かす)

(6)本 時の学 習

① 本 時の 目標

ア 家族 か らの コメ ン トを分析 し、生活 に より役立 っ ものを工夫す る。

イ 調 べて きた ことを班 の中で発表 した り、他者 の発 表を聞 いた りして、 自分 の考 えを

深 め る。

② 本時 の展 開

段

階

時

間

学
習
形
態

指 導 事 項

(教 師の働 きか け)

生 徒 の 動 き

(活 動)
指導上の留意点 教 材 教 具

導

入

5

分

一

斉

・本時 の 目標 ・宿 題(家 族 か ら

の コメ ン ト)を

確 認

・目標 を 確 認

・今後 の作 業 内容 を

検討 させ興 味 を も

たせなが ら目標 を

伝 え る。

・宿 題 の ワ ー ク

シ ー ト
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10 一 ・発 表希 望 者 を問 ・ 自 分 の ア イ デ ィ ・面 白 い発 想 の も の ・拡 大 コ ピ ー

い か け る 。 アと家族 の意 見 を取 り上 げ、 紹介

分 斉 を 発 表 す る。 す る 。

展
is 班

別

・班 ご と に意 見 交

換 す るよ う指示 。

・班 長 の 司 会 で 各

自、 家 族 か ら出

・事 前 に チ ェ ッ ク し

プ ラ イ バ シ ー の 保

・振 り返 り用 紙

分
学
習

・生 徒 の 発 表 に コ た意見 を発表 す 護 に配慮す る

メ ン ト、 賞 賛 。 る 。
・全 部 の班 で は な く

5 一 ・班 の 中 で 出 た 内 ・代 表生徒 が各 班 3っ ぐ らい の 班 を

、

容 を い くっ か の で の ま と め を 発 選 ぶ 。

分 斉 班が全体で発表。 表 す る。
・振 り返 り用 紙 は展

開 ・振 り返 り用 紙 に ・参 考 に な っ た 他 開時 の最初 か ら気

15 個
各 自記入指 示。 人 の意見 や 自分

付 い た こ と は メ モ ・方 眼紙

分 別
・アイデ ィアスケ ッ

チ を指 示 す る。

の 考 え 、 工 夫 点

を ま とめ る。

を取 って よ い こ と

を知 らせ る。

・各 自 の ア イ デ ィ ・振 り返 り用 紙 の ・次回 は寸法 まで考 ・振 り返 り用 紙

ま 5 一

と
アを確 認 させ る。 評 価1～4を 記 え るこ とを伝 え る。

め 分 斉
・次時 の授 業 内容 入 す る。

の説明

〔評 価 〕 ・他 者 の意 見 を し っか り聞 き、 自分 の意 見 を班 内 や ク ラス全 体 に発 表 す る こ と

が で きた か。
・自分 の ア イ デ ィア に、 家 族 や他 者 の意 見 を生 か す ことが で きた か。

(7)考 察

多 くの 生 徒 が 、(強 い 興 味 ・関 心 を もち なが ら意 欲 的 に授 業 を進 め る 中 で)生 活 に 役 立

っ もの を っ くる こと は容 易 で な い と感 じな が らも、 家 族 の 意 見 や 期 待 が 意 欲 付 け と な り、

製 作 した い 構 想 図 の ア イ デ ィア を よ り深 め る こ とが で き た。 さ らに、 自分 の考 え や家 族 の

意 見 を 発 表 し合 うこ と に よ り、3分 の2以 上 の生 徒 の ア イ デ ィア に変化 が み られ た。 また、

ま った く変 わ らなか った生 徒 も 自分 の考 え を よ り確 か な もの にす る こ とが で きた。

問題 解 決 的 な 学 習 を さ らに充 実 す るた め に は、 資 料 を 豊 富 に揃 え る な ど の教 師側 の支 援

の工 夫 と実 現 可 能 な構 想 図 にっ な げ る情 報 の取 捨 選 択 が 今 後 の 課 題 だ と考 え る。

自分 で考 えたものを作 る技術の授業 をどう思 います か?

人数

みん なと同 じ

物 をっ くりたい

一番最初 に作 りたい と思 った アイデ ィアと、 実 際 に

作 ろう としている アイデ ィアが変わ りま したか?
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アイデ ィアの変化 の様子

最 初 の ア イ デ ィア 実 際 の ア イデ ィア 変 わ っ た 理 由

本棚 物 置 き 板 の大 き さや 使 いや す さ を よ く考 えて 。

い す ペ ー パ ー ホ ル ダ ー 母 に作 って と い われ たか ら。

小物入れ 本 、CD入 れ 材 料 が 足 りなか った。

本棚 CD・ カ セ ッ ト ラ ッ ク 友 達 の意 見 を聞 い て、しま い た い物 が変 わ った。

本棚 小物入れ 何 と な く 。

あなたの生奮を豊かにする、生活に穫立っ便和な倭晶を考えましょう

(7,蒙 簑の人の軍見
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[事例2]加 工 法を調べ 自分 たちで発表 しあ う

(1)題 材 名 「プロ級の技 を身 に付 けた班 をめざ して」

(2)題 材設定の理由

製作 に必要 な加工法 を実践的 に習得 す る方法 と して、練習題材(ジ グの製作)を 通 し、

様 々な加工法の基礎を班 ごとに教科書 を使 って調べ、実践 す ることによ り新 たに直面 す る

問題 に対 して学んだ ことを生か そ うとす る態度が身 に付 くと考 えた。 また、習得 した内容

を発表 し、情報を共有 し合 うことで、限 られた時 間の中で多 くの加工法 を学 ぶ ことが期待

で きると考え た。

(3)題 材 の 目標

① 加 工法 に関す る課題 を 自分 たちで調 べ、解決 しよ うとす る。

② 調 べ たことを まとめ発表 し合 うことでよ り多 くの情報 を得 ることがで きる。

(4)充 実 した問題解決的 な学習 を展開 す るための手立 て

① 加 工法の基礎(切 断 ・穴 あけ ・組 み立 てなどの加工 の仕方 な ど)を 班 ごとに教科書 を

中心 に調べ、体験 した ことをま とめ、発表 し、全体 で情報 を共有す る。

② 調 べ学習中の教師 への質問 は、安全面以外 は安易 に答 えず、生徒 自 らが考え た り、調

べた り班で相談 した りす るよ うに指導 す る。

③ 各班 の必要 な工具 や道具、工作機械 がす ぐに使 用で きるよう学習環境を整備す る。

(5)指 導計画

① 製 作 に必要な加工法 を調べ加工計画 を立 てよ う。1時 間(本 時)(つ かむ)

② 加 工計画 を実践 してみよ う。1時 間(解 決す る)

③ 実践 を通 して学習 した加工法 にっいて発表 し合お う。1時 間(生 かす)

⑥ 本時の学習

① 本時 の目標

ア 班で選んだ製作課題 について必要 な加工法 を 自分 たちで調べ る。

イ 調べ た加工法 の加工計 画を立 て る。

② 本時 の展開

段

階

時

間

学
習
形
態

指 導 事 項

(教師 の働 きか け)

生 徒 の 動 き

(活 動)
指導上の留意点 教 材 教 具

・本時 の 目標 を伝 ・作業す る内容 に興 ・板 立 て ジ グ

え る 。 味 を もた せ る。 ・あ て木

導 is 一

・映 像 を提 示 し、 ・映 像 を み て ジ グ ・班別学習 で調 べ た ・パ ソ コ ン

入 分 斉
練習題材の使用 の使用例を知 る。 こ とを ま と め、 発 ・大 型 デ イ ス プ

目的 を知 らせ る。 表す る ことを伝 え レ イ

る 。
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5 ・課題 の封 筒 を選 ・班 ご と に課 題 を ・課題選択 は班 の希 ・部 品 図

分 択 させ 各班 の課 選択 ・決定 す る。 望 を優 先 させ る。 ・組 み立 て 図

展
一

班 題 を確 認 させ る。 ・課題 を解決 す る ・課題決定 後 は自分 ・部 材

別 たあの方法 を調 たちで考 え調 べ る

25
学 査 、 検 討 し、 班 こ とを 原 則 と し、

開 分 習
内 で話 し合 い 、 安 易 に教 師 に質 問

ワ ー ク シ ー ト に しないよ うに伝える。

記 入 す る。 ・安全 面 に配慮 す る。

。 ワ ー ク シ ー ト へ ・次 回 の発 表 ま で は

ま io 班
ま と め記 入 。 教師 か ら支援 はせ

別
・加 工 法 の 調 査 に

1 ず 、 各 自で ま と め

と 、

学 基づ いて次 回 の さ せ る 。(支 援 ・

め 分 習 ・次回 の授 業 内容 加工計 画 を立 て 補足は生徒発表後

の 説 明 。 る 。 に行 う)

(7)考 察

従 来、一斉授業 で指導 を行 うことが多 い加工 法の基礎 ・基本 の学習 を、練習題材(本 製

作題 材で ジグと して活用)の 製作 を通 し、班単 位で調べ学習 を中止 に行 った。 さ らに、習

得 した加工技術 を班 で まとめ、発 表形式で情報の共有化 を行 った ところ、興 味 ・関心 が高

ま り、加工 の知識 と技 能が より身 に付 くと実感 している ことが事後 ア ンケー トか ら分 か っ

た。 また、各 自が習得 した情報を共有す る学習形態 によ り、本来5時 間で習得 すべ き加工

法 の基礎学習 を3時 間で学ばせ ることがで き、授業時間の効率化 にもっなが ることが分か っ

た。発表 の方法 もすべて班 に考え させ た ところ、画用紙 や模造紙 に まとめ る班や、発表時

に実演 してみせ る班 もあ り様 々で あ った。今後 も、各生徒 に分 か りやすい発表 の仕方を工

夫 させた り、調べ学 習 の情報収集 の手段(書 籍 ・イ ンター ネ ッ ト等)を 多 くす るなど、教

師がその環境を整えて い くことが今後 の課題 と考 え る。

ア ンケ ー ト結 果1

技 術の授業で分か らな いことが あ ったとき、

まず あな たはどう しますか?

教科書で その ままに

調べ る して お く

ア ンケ ー ト結 果2

道 具や工具の使い方 につ いて、直接先生か ら教わ るよ り

も調べた り教えあ う方が身 に付 くか?

よ
く

身

に
付

あ

ま
り

付

か
な

ほ
と

ん

身

に

付
か

な
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ワ ー ク シ ー ト1 ワ ー ク シ ー ト2

,

共岡悸藁者でまとめよう ・NO童

部品を組み立てることに関してはプロ綴の技をもつ班を目指して 組み立て班

課題:組み立て図を見て、与えられた材料を組み立て、製品を完成させなさい。

※ 作 藁 前 の 闇 査 と 班 の 研 兜
1謀 題にある飾晶を鰍み立てるために必要なごr.を膵しくp-<よ う.

2郎 品を組み立 てar_Mに 使用する工具名 とその使用方法,ケ ガをしないための安全に

関す る注憲点をまとめよう。衰が完魔 した ら、先生に一度峰出 して.必 ず安全面の検印
i°xけ てから.T.に 入ろう。

コ〔 具 名 使 用 方 法 安 全 面

.

皿
.

検
印

爽 劇 ぺ た 二 と や 身 え た こ と を 生 か し て 謀 題
に チ ヤ レ ン ジ ユ 重

3組 み立てが完戒したら図面に記入されている寸激と同じところの寸法を洲建してN
よう.

監
、角材Aと角材Bの間の長さは図盃では 【

組み立ててみると角材Aと角材Bの間の長さは〔

)㎜ でしたカ

)㎜ でした

※測定する場所によって長さがちがってしまった場合は、

肋 立て即 鮒A,Bの 間帳 さは〔)㎜ ～ 〔 }㎜ でした。

d部 晶の級み立てを縛えてどういうことがわかりましたか.同 じ課題で作巣をして2っ
の部晶にできのちがいがあり宏したか.ま た.加 工を縞えて.成 功した(あ るいは失敗
した)のは何が厭因だったのでしょう。もしも木材郁晶を組み立てたことがない人に、
あるいは上fr阻 み立てることができない人に 「こうすれば.こ れを知っていればプロ
緩の阻み立てができるよ」と牧えてあげられることを班で鱈し含い、下の覆に寂とめ飛
衰できるようにしておこう.

ワ ー ク シ ー ト3

木材を紐み立てることに開してはプロ綴の技をもっ班を目指して ～個人メモ用紙～

あなた

のzea

井同1、三

、暫名

班員

※ 作'fitrlrtの チ 累 ツ ク

取 り紙 もうとする加riPBAY,

8具 の使い,ノで気をつけることは

作藁繭に知っておいた方がよい ことや失敗 しないための コツを予想してみよ う

※ 作 業 後 の チ ヱ ッ ク

ftRiQの 感想 ⇔ まくいった ・k4Yし た ・難 しかった ・気づい$.!.'i/tど)

こoNL°Rを プロ級の レベルでhk功 させるためのポイン トは

その他 餐〔づし・たこと

1

"
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二つの題材の関連か ら、発展的 に学習 を展開 させ るものづ くり[事例3]

(1)題 材 名 「家庭で役立っ木製品 を製作 し、電気製品 も組 み込ん でみよ う」

② 題材 設定 の理由

一 っの題 材設定 に対 し、一っの製作品 を設定す る ことが多 くあるが、 ここで は1学 年 で

製作 した製 作品 に2学 年で は発展的 に学習 を進 め、1、2学 年 を通 して一 つの製作 品が完

成す る内容 の題材設定 を行 い、指導計画 を作成 した。製作品 は、1学 年時 では木材 を中心

と した材料 で、 ものづ くりを行 い、基礎的 ・基本的 な、設計 ・製作 の進 め方、加工 の方法

を実践 的 ・体験 的な学習 を通 して身 に付 けさせ る。2学 年時 には、使 いやす さや機能 につ

いて再検討 を加 え、 エネルギー変換 を利用 した電気製品 を組 み込 む。

期待 され る学 習効果 と して、問題解決的 な学習 を多 くの場面 で取 り入 れ るこ とによ り、

習得 した知識 と技 術を製作実習場面や家庭生活 に生かす態度 と能力 の育成 につなが るので

はないか と考 えた。

本題材 で は、生 徒の発想や家庭か らの希望 を尊重 し、 ものづ くりの基礎 的 ・基本 的な内

容の定着 を図 るとと もに、 エネルギーの変換方法、 エネルギー資源 の有 効利 用等 を含 め、

多角的 に興 味 ・関心を もたせ ることをね らいと した。

(3)題 材 の 目標

① 家庭 での使用 目的や使用条件 を考慮 した、エネルギー変換部を組み込んだ木製品の製作

(4)指 導計画

1学 年 2学 年

問題解決
過 程

学 習 内 容 時間
指導要領
との関連

問題解決
過 程 学 習 内 容 時間

指導要領
との関連

つかむ 1.製 作 に使 われる材 料につい 6 つかむ 1.1年 次 に製作 した(木 製品) 1

て考 える 解決する 作品 に、 エネルギー変換 を

(1}使 用材料 A② イ 使 った機構 をっ けた場合 の
・木 材 機能性 にっ いて考 えて みる
。金属棒 (1)自 宅で の使 い勝手 の検討 A(1)ア
・ア ル ミ板 ② エネルギー変換 を利用 し A② ア
・ア ク リル板 つかむ た機能の組 み込 みにつ いて A(5)ア

解決する 考えてみ る(蛍 光灯) A⑤ イ

解決する ② 各材料 の加工方法 を調べ、 A(3)ア 生かす (3)身 近 なエネルギー変換機

実践 してみ る A(3)イ 解決する 構 にっ いて考え てみる
・切断方法 生かす (4)資 源 と環境 につ いて も目 A(1)イ
・接合方法 解決す る を向 けさせ る
・折 り曲 げ方 生かす (5)木 に製作 した作品へ の接 A(2)ア

合方法の検討
生かす (3)試 したことをま とめ発 表 A② イ (6)蛍 光灯の選択 A② ア

す る (点灯方法が交流電源か電池)

っか む (4)製 作で使用で き る材料 の A② ア 2.製 作材料の提示 1

提示 〔1)ア ク リル版の使用 の提示
。木材一枚板 ② 材料の選択 A② ア
・ア ク リル 板

3.エ ネルギー変換機構部 の製 1 A(4)ア

つかむ {5}エ ネ ルギ ー変 換 を使 った 作 A(4)イ

機能を組み込む こ とを伝 え (1)点 灯回路の組み立て A(5)イ

る ② 安全に使用が可能かの確認 A(5)イ

つかむ 2.家 庭内であると便利な もの、 i A(Dア 4.ケ ー スの 設 計 2 A(3)ア

必 要 と思われ るもの、 自分 A(2)ア (D設 計の要素に目を向させる A(3)イ

自身が欲 しい物を リス トアッ 。大 きさ、使 いやす さを考 A(3)ウ

プす る え る
・照点を考慮し機能面を考

解決する 3.家 の人 か らも意見 を もらう 自宅 A(1)ア え る

(家のお手伝 いを しなが ら A② ア ・構造面 にっ いて検討す る

家 の ものを捜 索す る) 。材料の加工法 にっ いて考

え る
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解決する 4.製 品の設計 5 A(2)ア (2)構 想図 の作成
生かす (if設 計の要素 に目を向 けさ A(2)イ (3)工 作用紙 で模型 の作製

せ る A(2)ウ ・接合部分 の検討
・置 く場所

、使用 目的 ・加工手順 の検討
・機能面の検討 ・安全面 の検討
・構造面の検討

・材料の検討 解決する 5.製 品の製作 5 A(3)ア

(2}構 想図を作成 してみ る (1)け が き A(3)イ

(3}構 想図を等角図に してみる ② 切断 A(4}ア

(4}等 角図に寸法 をを入れ る (3)部 品加工 A(4)イ

(5)部 品図を作成す る (4)組 み立 て

(5)蛍 光灯 の組 み込 み
解決する 5.製 品の製作 8 A(3)ア (6)安 全確認
生かす (1)け が き A〔3)イ (7)木 製品 に組 み込 み

(2)切 断 A(4)ア

〔3)部 品加工 A(4)イ 生かす 6.製 作 の ま と め と評 価 z A(2)ア
(4}組 み 立 て (1)生 徒間 の作品評価 A② イ
(5}塗 装 (2}家 庭で の評価 を もらう

(31ま と め の レポ ー トの作成 A(1)ア
生かす 6.製 作 のま とめ と評価 1 A(2)ア (41環 境 と エ ネ ル ギ ー につ A(1)イ

(1)春 休み作品を持ち帰り使っ A(2)イ いての講和(外 部講師)
てみる

(2)家 庭 での評価 を もらう

(3)ま とめ の レポ ー トの 作 成

っか む 7.次 の製作 の確認 1 A(51ア

(1)エ ネル ギ ー変 換 を利 用 し

た機能 の取 り付 け について 1
考 える i

生かす 8.資 源の有効利用 とリサイクル 1 A(1)イ

(1)資 源 の有 効利 用 1

(2)資 源 と環境 1
(3)リ サ イ ク ル i

配当時間 23 配当時間 12

_勲 鞭.羅.1わ　　　

鴨 ビr'燭 軍鶴

轟麟
な轟 　瀦

.

嶽
獣 、_

一

噛

摯

♂ 晒岬
〆 戸!

技術分野の課題 と評価

本研究 にお ける 「技術 とものづ くり」 の授業 を充実 させ るための課題 と評 価 を示す。

技 術 とも つ く りの授 業

1 ll
ll

知識注入型か ら 「自

ら学ぶ姿勢」を 育て

る授業形態への工夫

生 徒の 発 想 の引 出

し方の工夫

l

i材 料 の選 択 幅 の 拡
1大 と加工法の習得 豚

導方法

↓

n

__ソ

問題解決的な学
習の積極的な導
入

↓

安 全 に配 慮 した指

模 型 や 実 態 図 の

活用 、 製 作 品 の

意見交換会

↓ ↓

家庭 生 活 と技 術 と
のかかわ りの重 視

目的に応 じた材料
の選択 と材料 の特

徴 と性質を生 か し
た基礎的 ・基本 的

な加工法の習得

実 習 内容 の多 様

化 に よ る安 全 指

導 の在 り方

ご'

↓

家 庭 へ の アプ ロー

チ の 方 法 、 ワ ー

ク シー トの 工 夫
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[事例4]疑 似体験 を通 して課 題 に気 付 く

(1}題 材名 「めざせ!フ ー ド鑑 定団」

小題材名 「教室 で買 い物 を しよ う一食品選 びの疑似体験 一」

② 題材設定 の理 由

最近、食品 の品質 の管理 に関す る様々な問題が起 こ り、食品 の回収 などが相次 ぎ、食 品

の選択 にかかわ る意識 がます ます高 まって いる。生徒 はよ りよい食品 を選ぶ ことは大切 だ

という ことは理解 してい るものの、実生活 に生か して いるとは言 い難 い。

そ こで 日常 に多 く用 い られ る食品の品質を見分 ける疑似体験 など、用途 に応 じて適切 に

選択す る学習 を行 い、食 品を選 択で きる力を養 うとと もに、 この題材で の学習 が実際 の生

活の中で実践で きるよ うに したい と考え、本題材 を設定 した。

(3)題 材 の目標

① 食品 の選択 に関心 を もつ。(関 心 ・意欲 ・態度)

② 食品 の選択 に当た って必要 な ことを考え、発表す る。(創 意工 夫)

③ 加工食品 の表示 を理解 し、適切 に選ぶ。(知 識 ・理解、 技能)

④ 生鮮食品 の良否 を見分 けることがで きる。(技 能)

⑤ 簡単 な 日常食 の調 理がで きる。(技 能)

(4)問 題解決的 な学 習を充実す るための手立て

① 生徒が実際 に買 い物 を して いるVTRを 作成 し、生活 に関心 を もて るよ うに した。

② 基礎的 な知識 と技術 を身 に付 ける ことがで きるよ うに と実物 を使 った疑似体験 や実 習

など、実践的 ・体験 的な学習を取 り入れ た。

③ 問題解決 を図 る方 法の ひとつ と して グループの話 し合 い、発表 を行 い、発表を聞 いて

様 々な角度 か ら新 た な知識を習得で きるよ うに した。

④ 学ん だ ことを生 活 に積極的 に生かす ことが で きるよ う題材 の最後 に、 買 い物、調理実

習 を設 けた。

㈲ 指導計画(6時 間扱 い)

時間 小題材名等 学 習 活 動 指導上の留意点

教室 で買 い物 を ・食品売 り場 を生徒 が探検 したVT ・買 い物 風景 を見 て、

つ しよ う Rを 見 る。 気 付 いたことを ワー

・準 備 さ れ た食 品 を利 用 し、 買 い 物 ク シー トに記 入 す

か
1

の疑似体験 をす る。 る よ う促 す 。
(本時)

・食 品 選 び の ポ イ ン トを考 え 、 記 入 ・生鮮食品 と加工 食

む し、 発 表 す る。 品 の 違 い にっ い て

・他 の人 の考 え を 聞 き、 記 入 す る。 説 明 す る。

フー ド鑑 定 団 に ・ス ー プ の材 料 とな る食 品 を決 め る。 ・方法 や活用す る資

解 な るため に必 要 ・ス ー プ の材 料 とな る食 品 の 選 び 方 料 など、調べ学 習
決

す
2 な こ とを 調 べ よ に つ い て調 べ、 話 し合 い を して ま で 大 切 な ポ イ ン ト

る う と め る 。 は伝 え る。

・発 表 の準 備 を す る。
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調べ た こと を発 ・発 表 す る 。 ・生 鮮 食 品 ・加 工 食

} 表 しよ う ・発 表 を聞 き、 ポ イ ン トを記 入 す る。 品 の選 ぶ ポイ ン ト

・食 品の選択 で大切 な観点が分かる。 を ま と め る 。

生
い よ い よ フ ー ド ・野菜 スープの実習 に必要 な生 鮮食 ・調 べ て分 か っ た食

鑑定団 品 と加工食品 を購入す る。 品 の選択 の観 点 を
か 2

・食 品 の選 択 方 法 にっ いて発 表す る。 考 え て、 買 い 物 を

す ・野 菜 ス ー プ の調 理 実 習 をす る
。 す るよ う助 言 す る。

(6)本 時の学習

① 目 標

ア 買 い物 の疑似体 験を通 して食品の品質を見分 ける。

イ 用途 に応 じた適 切な食 品の選択の ポイ ン トを考え、 さ らに考え たポイ ン トにっ いて

調べ よ うとす る。

② 展 開

形態 学 習 活 動 教 師 の 支 援 と 評 価 教 材 教 具

友達 の食品 の買 い物風景 ・これ か らの学 習 の流 れ を説 明 す る
。 VTR

一
のVTRを 見 て 、 気 付 い ・購 入 の仕 方 に つ い て特 に注 目 して見 る。 テ レ ビ

た 点 を書 く。 「 ビデオ デ ッキ
友達 の購入 の仕方 を見 て、 気付 いた

斉 ことを ワー クシー トに記入 したか。L一
ワ ー ク シ ー ト

買い物 の疑似体験 をする。 ・最 初 は 自分 な りの意 見 を確 認 し、 そ の 実物 の食 品

・自分が実 際に6種 類の 後、班で話 し合 って食 品を選 ぶ よ うに ・ き ゅ う り

班 きゅうりやハ ムの中か ら 伝 え る。 ・ ハ ム

野菜 サ ラダの材料 と し ・選んだ理 由は言葉や図 で分か りやす く
ワ ー ク シ ー ト

別 て購入 す る もの を選ぶ。 記 入す るよ う助言す る。

・選 んだ理 由を ワー クシー r___________________________________________,

学 トに記 入 す る。
自分 な りに食品を選 ぶ ポイ ン トを明

確 に して選 ぶ こ とが で き たか 。
・選 ん だ理 由 に つ い て グ

習 ル ー プで 話 し合 い、 選
その後、班 の人達 と意見交換 し、 購

入 の ポ イ ン トを ま とめ る こ とが で き
び方 の ポ イ ン トを ま と

た か 。
め る 。 LJ

班毎 に食品選 びのポイ ン ・班 の代表者 が発表 を行 うよう伝え る
。 ワ ー ク シ ー ト

一 トを発 表 す る。 ・発 表 を聞 い て 自分 の班 にな か った ポ イ 発表用短冊

発表を聞 いて、違 う意見 ン トは メ モ を とる よ う促 す。 .

斉 が あれ ば書 き とあ る。 ・こ こで は細 か な助 言 は せ ず、 調 査 研 究

後 に、 必 要 な補 足 を す る。
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食品選 びで大切 なポ ・他 の 食 品 で も応 用 出 来 る こ と、 こ れ か ワ ー ク シ ー ト

一 イ ン ト、 フ ー ド鑑 定 ら調 べ な けれ ば な らな い こ と を 考 え る

団 に な る た め に、 こ よ う助 言 す る。

斉 れか ら調 べ る課題 を ・調 査 を 次 時 に行 う こと予 告 す る。

考 え る。

(7)考 察

① 題 材 名 の工 夫 と 『買 い物VTR』

授 業 前 の ア ンケ ー トか ら、 普 段 何 げ な く買 い物 した り、

親 まか せ に な った り して い る生 徒 の実 態 が 分 か った。

そ こで、 題 材 名 を 工 夫 したの で 、 生 徒 は食 品 を選 ぶ こ と

に興 味 関 心 を も った 。 ま た、 学 習 の導 入 に当 た って 、 約5

分 間 で、 授 業 を行 う学 年 の 生 徒 が 消 費 者 と して 出演 し、5

店 舗 で の買 い物 の様 子 が 撮 影 され て い るVTRを 作 成 した。

この こ とに よ り生 徒 は、 食 品 を購 入 す る こと に関 して さ

らに、 興 味 ・関心 を もち、 買 い物 疑 似 体 験 をす る と きの 食

品 選 び の観 点 を 考 え る うえ で 役 立 った。 題 材 名 の工 夫 とV

TRは 、 導 入 と して は効 果 的 で あ った。

② 『買 い物 疑 似 体 験 』 につ いて

買 い物VTRの ポ イ ン ト

・消 費者 は男 子生 徒2名 。

・観 点 を考 え るた め、 あ

えて2人 の会話 は消 す。

・買 い物 の場 所 は小売 店、

コ ンビニエ ンス ス トア、

ス ーパ ー マ ー ケ ッ トな

ど5店 舗 。

・生 徒 が購 入 した も の と

同 じ もの を疑 似 体 験 で

使 用。

生 鮮 食 品 と加 工 食 品 の選 び方 の ポ イ ン トに気 付 い て欲 しい と考 え、「野 菜 サ ラ ダの き ゅ

う り とハ ムを 買 って み よ う」 と課 題 を示 した。6種 類 の き ゅ う り とハ ムを準 備 して の 教

室 で の 買 い物 で は あ ったが 、 生 徒 は、 実 際 に 品物 を手 に取 った り、 表 示 を 見 た り して 買

い物 を 楽 しむ と と もに食 品 を選 ぶ 観 点 に気 付 い て い た。 加 工 食 品 の ハ ム は、 表 示 だ けで

は な く 「色 や香 り」 「味」 とい っ た項 目 に も気 付 いて お り、 今 後 の調 査 研 究 に も発 展 で

きた。 しか し、 生 鮮 食 品 の き ゅ う りは鮮 度 の違 い が あ ま りは っ き りせ ず 、 食 品 選 びを 悩

ん で い る生 徒 が 多 か った ので 鮮 度 の ポ イ ン トが分 か るよ う今 後 、工 夫 しな けれ ば な らな

い。 また 、 今 回 は 「見 る」 「触 る」 「に お い を か ぐ」 の体 験 で あ っ たが 、 試 食 の コ ー ナ ー

を 設 け るな どの 工 夫 をす る こ とに よ って、 さ ら に生 徒 は興 味 を もって 食 品 を選 ぶ こと に

取 り組 む と考 え る。

【買 い物疑 似 体 験 で準 備 した食 品】

《キ ュ ウ リ》

店 売 っている様 子 値段 新 鮮 さ

ア ス ー パ ー ば ら売 り(1本) 38円 新鮮 な もの

イ ス ー パ ー ふ ぞ ろい き ゅう り(6本) 198円 1週 間前 に購入 した古 い もの

ウ 生協 袋入 り(3本) 100円 新鮮 な もの

工 生協 減農薬 き ゅうり(4本) 198円 新鮮 な もの

オ 専門店(八 百屋) 袋 入 り(4本) 150円 新鮮 な もの

カ ス ー ノぐ 一 袋 入 り50円 引 き(3本) 198円 割 引で少 し古 い もの
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《ハ ム 》

店 売 っている様子 値段 品質表示 製造年月 日

A ス ー ノ・0一 ス ラ イ ス ・ ト レイ(160g) 280円 食品添加物あり

B ス ー ノぐ 一 ス ラ イ ス ・袋(55g×3)
一

398円 食品添加物あり 賞味期限切れ

C 生協 ス ラ イ ス ・袋(90g×2) 380円 無添加

D コンビニエンスス トア 198円 食品添加物あり

E 専門店(肉 屋)

一
ス ラ イ ス ・袋(729)一
か た ま り(1009)一

330円 無添加

F 専門店(肉 屋) ス ラ イ ス(1009) 330円 無添加

③ 班 で の 話 し合 い活 動 につ い て

個 人 で 食 品 を 選 ん だ後 に・ 選 ん だ観 点 に つ い て班 で の話 し合 い活 動 を行 った の で、 自

分 の考 え に 自信 を も った り・ 自分 と は違 った考 え が あ る こ と に気 付 い た り しな が ら、 生

徒 は個 人 で 考 え た以 上 の多 くの食 品 を選 ぶ観 点 を 明確 に す る ことが で き た。

④ 題 材 の最 後 に野 菜 ス ープ の調 理 実 習 を設 けた こ とに つ いて

買 い物 の疑 似 体 験 を通 して食 品 を選 ぶ観 点 が 明確 に な っ た。 この食 品 を選 ぶ 観 点 に つ

いて 詳 し く調 べ る ことが課 題 とな る。 そ こで、 生 徒 に 「野 菜 ス ー プ」 の調 理 実 習 を す る

こ と を伝 え、 材 料 を選 ぶ た め の食 品 を具 体 的 に した の で、 生 徒 は食 品 を選 ぶ 観 点 に基 づ

いて 、 選 び方 を 本 や パ ンフ レ ッ トな どの 資料 を活 用 して調 べ 、 調 べ た こ とを発 表 し合 っ

て、 分 か った こ と を共 有 して い た・ さ らに、 生 徒 は調 べ た こ と を生 か して 、 実 習 の た め

の 実 際 の買 い物 を 行 い、生 鮮 食 品 の良 否 や加 工 食 品 の表 示 な ど を理 解 し、 適 切 に食 品 を

選 ぶ こ とが で きた。
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[事例5] VTRを 見 て衣 服の機能 に気 付 く

(1}題 材 名 「フ ァ ッ シ ョ ン ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー に な ろ う 」

小 題 材 名 「め ざ せ!フ ァ ッ シ ョ ン ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 」

② 題材設定 の理 由

中学生 は、学年 が上が るにつれて、男女 と も自分が着用す る衣服 は、 自分 で買 い求 め る

人数 が増加 す るな ど、衣服 に対す る興味や関心 を もっ生徒 が多 い。 また、衣服 を購入 す る

際のポイ ン トに、値段や サイズのほか に、 自分 に似合 うか、気 に入 ったデザイ ンか とい っ

た点 を重視 す るなど、衣服 と自己 とのかか わ りの中で、個性 を表現 する一手段 と して衣服

を とらえ始 めて きて いる年齢 と もいえる。 しか し中学生 は、社会生活 の体験 が少 な く社会

生活 とのかかわ りを考え た着方 や、 自分 らしさを考 えた着方 の工夫 が充 分 とは言 えな い。

そ こで、 この よ うな現状 を踏 まえて、衣服 には、社会生活 を してい く上 での機能 が ある

ことに気付 かせ、流行 に流 されずに、衣服 を適切 に選択 す るな ど、主 体的 に学 び目的 に応

じた着方 や個性 を生かす着方 がで きるよ うに したい と考 えた。衣服 に関心を もち始め た こ

の時期 に、 この こ とを学ぶ ことは、生活 に生 かす上 で も効果が期待 で きると考え、本題材

を設定 した。

㈲ 題材の 目標

① 衣服 の着用 に関心 を もっ。(関 心 ・意欲 ・態度)

② 衣服 と社会生活 のかかわ りについて考 え る。(知 識 ・理解)

③TPOに 応 じた着用 や個性 を生 か した着用が分か る。(知 識 ・理解)

④ 手持 ちの衣服 を計 画的に活用す る工 夫を考え、適切 な選択がで きる。(創意工夫、技能)

(4}問 題解決的 な学習 を充実 す るための手立て

① 実際 に私服 を着用 した り、身近な人々の姿を撮 ったVTRを 見 た りす るこ とによ り、

衣服へ の興味 ・関心 を高め、課題をっかみやす くす る。

② 衣服 の購入方法 を疑似体 験す る ことによ り、生活 の自立 に必要 な基礎 的な知識 と技術

を確実 に身 に付 けるようにす る。

③ 班で の話 し合 いに、 ブ レー ンス トー ミングを取 り入 れるな ど、生徒 自らが考 え る場面

を設定す る。

④ 手持 ちの衣服 を利 用 して、TPOに 応 じた着用 を行 い、 この学習 が実際の生活 に応用

で きるよ うにす る。
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㈲ 指導計画(7時 間扱 い)

時間 小題材名等 学 習 活 動 指導上の留意点

め ざ せ!フ ァ ッ ・私服 の着 用選択 の理 由を考 え発表 ・社会生活上 の衣服

シ ョ ン ・ コ ー デ イ す る 。 の着 用 の ヒ ン トに

つ ネ ー タ ー ・お互 い の着 用 の よ さを認 め合 う。 な るようなVTR

・VTRを 見 て衣服 の社会 生活 上 の を作 成 す る。

か
1

着方 や個性 あ る着方 があ る こ とに ・着 用 にっ い て の ア

(本時)
気 付 く。 ンケ ー トを事 前 に

む ・衣 服 の着 用 か ら現 在 、 興 味 を も っ と る 。

て い る こ と 、 困 っ て い る こ と か ら、

学習課題 を考 え る。

よ りよ く着 用 す ・課題別 に班 をつ くり調 べ学習 をす ・発表 は課題 別 にお

るための工夫 る 。 店を開 く屋 台方式

解 例① 上下 の組 み合 わせ の工夫 を と る 。

(色 、 バ ラ ン ス な ど) ・実 演 で き る方 法 で

決 ② 季節 に適 した衣服 の着用 調 べ学習 を進 め る

4 ③ 手持 ちの衣服 を上手 に着 まわ な ど工夫 をす る よ

す す工夫 う伝 え る

④ 自分 の体型 と衣服 のサイズ ・ ア ン ケ ー トよ り 生

る
⑤ 自分 に似合 う衣服 の選 び方 徒 か ら課題 が 出て

⑥ 目的別 に合 った服装 の選 び方 くる予想 を してお

・発 表 の準 備 をす る。 く 。

フ ァ ッ シ ョ ン ・ ・調 べ た こと を発 表 す る。 ・ ワ ー ク シ ー ト

生
コ ー デ ィ ネ ー タ ー ・発 表 につ い て質 問 した り、 記 録 を

になれたか な? と っ た り す る 。

か 2
・自分 でTPOを 想 定 して、 着 装 を

す
考 え、 着 用 す る 。(図 や 文 章 で あ

らわす ことも可能)

(6)本 時 の学習

① 目 標

ア 私服 の着用体験 を通 し、何 を重視 して着用 したかその理 由を考 え る。

イ お互 いの衣服着用 のよい点 を認 あ合 うことがで きる。

ウ 人 々の衣服 の着用 のVTRを 見 て、衣服 と社会生 活 とのかかわ りを考え発表できる。
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② 展 開

形 態 、 学 習 活 動 指導上の留意点と支援 評価 教材 ・教具

・今 日 の フ ァ ッ シ ョ ン は ・着用画 は、授業前 に書 いてお くよ う伝 ・着用画の用紙

どん な理 由で選択 した え る 。

一 か を考 え、 その理由 を ・授業前 に更衣 は済 ませ るよ う指示 して ・ ワ ー ク シ ー ト

ワ ー ク シー トに記 入 す お く 。

る 。 ・こ れか らの 学 習 内 容 を知 らせ る。

斉 1「
1私 服着用の理由を深 く考 え る こと1
I

tが できたか 」
i

・班 内 で の ブ レ ー ン ス トー ・ ブ レ ー ン ス ト ー ミ ング の ル ー ル を 伝 え

ミング を行 い、 仲 間 の る 。

班
フ ァ ッ シ ョ ン の よ い と ・い くつか の班 に着用選択の理 由 とよ い

1

こ ろ を認 め合 い、 メ モ と認 めて も らっ た と ころを発表 させ る。

を す る。
旨 1

別 1お 互 い の衣 服 着 用 の よい と こ ろ を1
I

i認 め合 う ことが で き たか。
L

i
l

・人々の衣服 の着用 をV ・衣 服 に は、 社 会 生 活 を して い く上 で の ・VTR

班 TRで 見 る。 機能 もあることに気付 くようVTRを ・ テ レ ビ

気 付 い た 点 を メ モ し、 用 意 す る。 。 ビ デ オ デ ッキ

班で まとめ、発表用の
一,

・ ワ ー ク シ ー ト

1衣 服 には社会生活上の機 能 もあ る1

別 短冊 に書 く。 i

lこ と に気 付 い たか。 」
i

・短冊用紙

・発 表 し、 短 冊 を黒 板 に ・保健衛生上、生活活動上、社会生活上、
∫

一
貼 る 。 個性 ある着方別 に整理 しなが ら黒板 に

・発表 後、気付 いた点 を 貼 っ て い く 。 ・ ワ ー ク シ ー ト

ワ ー ク シー トに記 入 す 3
「

斉 る 。
i衣 服 と社会生活 とのかか わ りを考

iえ 、 発 表 で き たか 。
L

・ フ ァ ッ シ ョ ン ・ コ ー デ ィ ・課題が設定で きない生徒 には、 日頃衣 で

ネ ー タ ー に な る ため の 服 の着 用 で 困 って い る こ と、 衣 服 に っ
一

課題 を考え る。 い て知 りた い こ と を考 え る と よ い こ と

一

を助言す る。

斉
「 衣服 の着用の よ りよい着方 へ の課1

塵 を・ あげることが出来 たか・

1

i
I
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(7》 考 察

① 題 材 名 の工 夫 と着 装 の実 体 験1

「フ ァ ッ シ ョ ン ・コー デ ィネー ターに な ろ う」

とい う題 材 名 は、 フ ァ ッ シ ョ ンに興 味 を も って

い る生 徒 た ち に学 習 の意 欲 を よ り一 層 喚 起 す る

こ とが で き た。 ま た、 実 際 に私 服 を 着 用 して の

学 習 は 「なぜ そ の衣 服 を 着 用 して きた の か」 と

発 問 す る こ と に よ って 、 普 段 何気 な く着 用 して

い る衣服 につ いて の 問 題 意 識 を生 徒 に もた せ る

の に有効 で あ っ た。

フ ァ ッ シ ョ ン ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー と は

フ ァ ッシ ョン ・コーデ ィネーター

は、 調 和 の あ る装 い を企 画 し、 演

出 し創 り上 げ る人 、 消 費 者 の意 欲

を把 握 し多 様 性 の あ る組 み合 わ せ

を考 え ア ドバ イ スす る人 で あ る。

こ こで は あ らゆ る角 度 か らフ ァ ッ

シ ョンを生 徒 が 考 え られ れ ば よ い

と考 え、 職 業 名 を題 材 に した。

②VTRの 作成'

個性 を生 か した着方 については、生徒 自身 の私服 の着用か ら分か りや す い。 しか し、

所属や職 業をあ らわ した り、行事 などによ って衣服 や着方 にきま りが あったりなど社会

隼活を して い く上 での機能 については、生徒 の私服か らはで に くい。 そこで、職業や所

属 をあ らわす衣服 や七五三 の行事 の本服、時間や場所 に応 じた衣服 などを着用 して いる

姿 を撮 ったVTRを 作成 した。VTRを 見 る ことによ って、生徒 たち自 らがTPOに 応

じた着用 や衣服 の社会生活上 の機能 に気付 いて いった。

③ 班 での話 レ合 い活動 で ブレー ンス トー ミング

私服 の着用 とい うな ごやかな学習 環境

の 中 で ブ レー ンス トー ミン グを行 った の

で、生徒 た ち は相 手 の衣服 着用 の気 にい っ

た と ころ や よ い と思 わ れ る箇 所 を見 っ け

る努 力 を積 極 的 に して い た。 色 、 上 下 の

衣 服 のバ ラ ンス、 い ろ い ろ な マ ー ク、 体

型 とデ ザ イ ン、 小 物 な ど の様 々 な視 点 で

ブ レー ン ス トー ミ ン グの ポ イ ン ト

・創造 的 頭 脳 の 集 団 的 開 発 法 で あ る。

・グ ル ー プの 各 人 が 自由 に 自己 の 創 造 的

ア イ デ ィアを 思 いっ くま ま にだ す。

・人 の発 言 を 否 定 した り、批 判 した り し

な い。

・次 々 に連 想 を 発 展 させ て い く。

考 え、発表す ることが で きた。 また、「学校 で着 る私服 だか ら、 この衣服 を選 んで きた」

と言 った、社会生活 とのかか わ りを考え た着用 にっ いての発表 もあった。

④ 生かす場面 での ワーク シー トの活用

手持 ちの衣服 を利用 して、 自分でTPOを 想定 して着装を考え、実際 に着用 してみ る

ことで学習 を した ことが生かせ た。 しか し、手持 ちの衣服 はな いが、 自分の個性があ ら

わせ て、TPOに 応 じた着装 は これ だ とい う考えが ある場合な どは、 ワーク シー トを活

用 して、着装 を図 であ らわ し、文章表現 を添え るなどの工夫をす るこ と も大 切 であ る。
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皿 研究のまとめと今後の課題

本研究 では、研究主題 「生活 に生 きて働 く力 が育つ指導 の工夫」の一 っ と して、 「問題解 決

的 な学習 を取 り入 れた授業 の展開」 を行 った。 まず3学 年間 を見通 した全体的 な指導計画 を立

て、 問題解決 的な学習 を取 り入 れ ることがで きる場面 の抽 出を行 った。次 に、問題解決的 な学

習 を取・り入 れた題材 と して、技 術分野 では、 問題解決的 な学習 を取 り入 れる場面 ごとに ① 設

計段 階の導 入、② 製作段階 の加工、③ 題材 全体を通 しての各場面 を3事 例考 えた。 また、家

庭分野 で は、筒 題解決の 「っかむ」段階を重 視 し、① 食生活 にかかわ る内容、② 衣 生活 にか

かわ る内容 の2事 例を考えた。 その後、授業実践を実施 し考察 を した。

1研 究 のまとめ ㌧

(1)3学 年間 を見通 した全体的 な指導計画 の作成 と題材 の工夫 にっ いて

技術分野 は時間配分 に視点 をお き、A「 技 術 と ものづ くり」 に重 点 を置 い た も、の と、A

「技 術 と ものづ くり」 とB「 情 報 とコ ンピュータ」を等分 に した ものの2案 を示 した。 家庭

分野 は、A「 生活 の 自立 と衣食住」 とりわけ食生活 にかか わ る内容 を重視 した案 とB「 家族

と家庭 生活」 の保 育園での触 れ合 い体験 や家 庭生活 と地域 のかかわ りを重視 した案 の2案 を

示 した。 また、題材 名 も 「世 界に一 つ しかない自分だけの作品を作 ろ うJや 「めざせ!フ ー

ド鑑定 団」 な どとネ ー ミングを工 夫 したので、生徒 の学 びたい とい う意欲 を喚起 す ることが

で きた。

② 問題解決的 な学習 の充実 につ いて 、

日常生活へ の興味 ・関心 を もたせ る導入 の工夫 と して、家族への イ ンタ ビ3一 や疑似体験

を行 った り、生活を振 り返 るため のVTRな どの教材 ・教具を作成 した り して、生徒 自 らが

課題を設定で きるよ うに した。 また、教師が課題 を示す ことか らは じま り、生徒が 自 らの生

活の中 の問題か ら課題 を設定 で きる'ように と段階 を追 った学習 を展開 した ことで、生徒 は 自

ら課題 を設定 で きるよ うにな って きてい る。 さらに、課題 を解決す る実践 的 ・体験 的な活動

をす る場面 では、試 しづ くりがで きる場 を設定 した り、実際 に買 い物 を して調理実習 を行 っ

た りしたため、生活 に必要 な基礎 的な技術 を体験 を通 して身 に付 ける ことがで きた。 ワー ク

シー トも作成 し主体 的な学習 を支援 した。課題解決 の過程 や結果 を共有す る場の工夫 としてぺ

話 し合い活動 や発表 な どを実施 し、解決の過程 で は自分 の考 えや活動 を修 正 した り、 自信を

もって さ らに進めた りす ることがで きた。結果の発表で は、 それぞれ個 や班 において課題が

違 って いたので、 自分が学 んで いな いことに関 して も学 ぶ ことがで きると同時 に、他の人の

発表 に触発 されて 「自分 も調べてみ たい」、「実践 してみた い」 などの意 欲 も喚起 され た。 ま

た、 自分 の発表 したことが認 め られ る ことで 自信 を もち、解決 したことを家庭 で生か したり、

家庭 の中 の新 たな問題 に目が向 いた りす るよ うになるなど 「生 きて働 く力」 にっなげ ること

がで きた。

2今 後の課題

今 後 はさ らに問題解決 的な学習 を取 り入 れた題材 を開発 し、生徒 自 らが生活 の中の問題 か

ら課題 を設定 で きる力 を身 に付 け ることがで きるよ うに し、「生活 に生 きて働 く力」 を育 て

てい く。 また、評価 にっいて は、今 回研究 を十分 深めていないため、 「児童 生徒 の学 習 と教

育課程 の実施状況 の評 価の在 り方 にっいて」(答 申)を 参考 に研究 を深 め る。 ・
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